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スユニットとプレファブ・バルコニーで総ガラス張りで
Ⅱ|に向けて最大の景観を開けている。東側はrainsreen
としてのテラコッタとガラスの組合せによる表』情を見せ
ている。屋根は，南の４階から北の20階まで段食状に
昇っている亜鉛被覆の傾斜屋根で，1988年にＣＺＷＧの
設計により完成したCascades（図15）に似る。設計者
はcladdingconsultantと密接な仕事をして，形と技術
的性能の主要な要求を確立すべくデザインを発展させ
た。スイスからパネルと組立装置を搬入して取付けが行
われた。
103のアパートは５つの連結しているブロックで組織
され，全部の居間と厨房は西側にあり，一方寝室は東側
にある。浴室のユニットのケースは全高分の色ガラス壁
で仕上られているのが特徴でデンマークでプレファブ化
イスのHerzog＆deMeuronの設計に決定し，2000年に
完成オープンした。
Conversionにあたり，新しい設計者は，記念的発電
所寺院は変えずに残すという方針で，Scottと対立する
のでなく一緒に仕事をするという考え，建物と戦わねば
ならないが決して傷つけない，とした。
タービン・ホールとボイラー室の結合体は巨大なヴォ
リュームで新しい鋼構造が既存の建物内に建てられ，い
かだ基礎で支えられる。屋根のアスファルト・ルーフィ
ングは破れ屋根の劣化が進行するので取替えた。タービ
ン・ホールに入口ランプがつくられ中間の床を取り除い
て３５ｍの高さの空間になった。ボイラー室には，幾つ
かのレベルに床をつくることによりギャラリーらしい空
間を用意した。屋上にライト・ビームlightｂｅａｍをつ
けて新たな建物の特徴づけとし，内部にも異なる照明装
置をつけた。
ギャラリーの一角のガラス張りのレストランがれんが
壁に表情を与え，北側の開口部からはFosterとArups
の設計により2002年に完成したMillenniumBridgeに
よりテームズノ||をはさんでStPaursChurchと真直ぐ
結びついている様子が見られる。
3．Montevetro6）（図１１，１２，１３，１４ルロソドソ中心
部から少し西寄りのテームズ川南岸に，BATTERSEA
BRIDGEをはさんでMontevetroとAlbionが提の上に
建つ。Montevetroは，以前にHovis製粉所が占めてい
た敷地で，その南一西コーナーにはgrade-1にリスト
されている１８世紀のジョージア様式のＳｔ・Mary,s
Churchが建っている。その優雅なファサードが川面に
映えている。西には高層のSomerset不動産のタワーが
あり東には低層の戦中コテージcottageがある。
この集合住宅の開発計画は1994年にRogersに委託さ
れ，RichardRogersPartnershipとHurleyRobertson
＆Associatesの設計により2000年に完成した。
鉄筋コンクリートの骨組がFelixのプレファブ・カー
テンウォールで外装されている。西側は高性能複層ガラ
蔦\鱒
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今日のロンドン建築について（その６）－ロンドンの幾つかの目立つ地域6０
により閉ざされ進入できない。Montevetro側はこの問
題の典型である。川と周辺地域の命取りとなる平凡な機
能的に旧式な建物で占められている。新しい開発は，我
々の建物に住む人達のためだけでなくすべての人々に川
への進路を開放している。それは公共の所有地を追加す
る－開発者が公共の範囲を無視できる時代ははるか彼方
へ行ってしまった。過去から学ぶことを恐れるために余
りに多くの機会がロンドンで失われてきている。Ｗｒｅｎ
がＳｔ・Paul'ｓを再建した時，彼は古い寺院を複写せず何
かその時代のものをデザインした。Montevetroは我炎
の時代の建物であるが，相違でなく背景に対する感受性
により環境を尊敬する。事実，教会は大変良い環境を与
えられて全概念の中でキーとなる要素を形成する。新し
くて良い公共スペースは我々のプラニング・システムの
中に必要とされるものである。－Montevetroではテー
ムズ川の提の上に新しい公共の庭がある。それは拡張さ
れた川辺の散歩道に連結している。これは，Regent，s
Parkのような過去の最上の開発を生承出した精神であ
る。啓蒙された開発者には公共領域を追加する大きな機
会が待っている。
4．Albion7）（図１６，１７，１８ルロソドソの南西に位置
するテームズⅡ|南岸のⅡ|辺で，以前は工業や倉庫に使わ
れていた場所A1bionWharfで，1990年建築された
FosterStudio（図１９）に隣接する。BATTERSEA
BRIDGEと優雅なALBERTBRIDGEの間にあって，
対岸にはChelseaの伝統的な街並が拡がる。
190フラットの10階建ての開発計画（店舗，レストラ
ン，レジャー施設含む）が2001年に許可され，Norman
Foster＆Partners設計により2004年完成した。この計
画の背後にあるローコスト住宅のための５階建ての４５
アパートメントの建設（図20）は計画許可の条件であ
った。遊歩道が川沿いにつくられ，船着き場がある。
建築的特徴としては，主たる上部構造は３つの異な
る半径をもった放射状プランで，打放しコンクリートの
傾斜Ｖ－形柱でカーブした上部構造を下部構造から分離
している。南一東側の外装は，屋根から壁にかけてアル
ミニウム合金の一体構造となっている。
掘削すると，ロンドン・クレイの上の砂利層には炭化
水素で汚染された大量の廃棄物が含まれていた。支持杭
は主体構造とコアを支える。地下１階の駐車場の柱に
は滑らかできれいな打放しコンクリート仕上げが要求さ
れ，石灰石骨材を用いた高流動調合となった。
グランド・フロアのスラブは川から傾斜しており，２
階フロアのスラブ下面は水平である。前面・中間・後面
で柱の傾斜が水平に対し75゜から41゜まで変化し上の放射
状のtransferbeamに接続している。柱は上部構造の放
射状パターンに従っているのでそれぞれユニークな形を
している。
柱は，初めは鉄筋コンクリート充填の塗装スティール
〃
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図l15Cascades
された。
敷地の配置図を見ると，敷地は建物により対角線状に
分割され西側にChelseaの新しい公園とjll辺の散歩道を
つくった。教会の景観も広げられⅢ辺の歩道も連続して
拡張されている。
ロンドンはjllにより２つの市に分割されているが，
テームズ川は全てのものをつなぎとめる偉大な統一要素
となり得るとRichardRogersは書く。……不幸にも川
の多くは近くに住む人々にも見えない。斜陽産業，遺棄
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5．Lloyd'sofLondon8)9)10）（図２１，２２，２３，２４）：ロ
ンドン中心部から少し東寄りの経済の中心ｃｉｔｙの歴史
的建築群の中に劇的に出現したハイーテク建築が18年
の間アンバランスな輝きを見せてきた中で，近隣におけ
るSwissRe・の登場（図25）により新たな活力が与えら
れ連鎖反応的にｃｉｔｙのスカイラインが大きく変貌をと
げようとしている。
RichardRogersPartnershipの設計により1986年に完
成した建物は，EngineerのＯｖｅＡｒｕｐ＆Partnersによ
れば`L1oyd,sはコンクリートでつくられた鉄骨建築で
ある｡’コンクリートでやるならば，機械的な精密さと
完全な仕上げをもった最上のコンクリートでなければな
らなかった。２０の異なる調合見本で強度，ワーカビリ
ティー，外観が試験場でテストされた。
主たる建物骨組は，プレストレスの入った現場打ちコ
ンクリートの逆さＵ-梁を各階レベルで支えるＰＣaのブ
ラケットとヨークをつけた現場打ちコンクリートの柱で
つくられている。６対の外部柱は，安定性を支えるため
にブレースが入っている。主たる柱は，ロンドン・クレ
イ内の大口径場所打ち杭の上に支えられる。
６基のサテライト・タワーは，ＰCa柱，梁，踊場スラ
ブ，段板スラブの要素でできている。タワーは，主たる
図l18Albion
の予定であったが，必要な仕上が得られず，６．５ｍ高さ
のコンクリート圧力による破壊の恐れもあり，鉄筋コン
クリートに変更された。柱の開発には幾つかの場面を伴
なった。－設計の合理化，型枠設計，実験室での調合実
験，実物大の試行，現場での型枠の製造と柱の製造。
コンクリートの最適調合を決めるためにＳＣＣ（Self‐
CompactingConcrete）の試し練りを行ない，振動機の
組合せにより打込糸を行なった。
今日のロソドソ建築について（その６）－ロンドンの幾つかの目立つ地域6２
;…
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外装は，通常の意味でのカーテンウォールでなく，そ
れぞれのレベルでのイソフィル・コンポーネントの集合
体である。一風荷重に抵抗する有孔外部方立，外部ガラ
ス張りを保持する軽量アルミ枠，内部ガラス張りを保持
する分離ヒソジ枠，スラブ上下両方のサービス空隙を閉
じる断熱防火パネル，天井空隙からの吸引空気を建物の
外へコンクリート・グリッドを越えて壁中空部の頂部に
運ぶTishtail,ダクト。（インシュレートされたステンレ
ス・スティールの排出ダクトは天井空隙からガラス壁の
中空部に空気を送り下げる｡）
外装は，三重ガラス張りと換気中空部をもつ陽極酸化
処理アルミによる。
6．SwissReHQ11)12）（図２６，２７，２８，２９，３０）：Ｃｉｔｙ
の混み合った狭い敷地の中にNormanFoster＆Par-
tnersの設計により2004奔旦に完成した円形プランの40階，
180ｍ高の建物である。
建物の周囲にらせん状の36の鋼柱による独立した自
己ブレーシング構造により基本的なダイアグリッド。i‐
図l22Lloyd,sofLondon
骨組から構造的に独立している。
アトリウムの構造は巨大な鉄骨骨組で，屋根のための
チューブ状ラチス・アーチをチューブ状ラチス垂直桁が
支えている。エレメント間の対角線状のブレーシングが
安定性を与えている。下端は主たるコンクリート骨組に
ボルト接合された鋼鋳物の上に支えられている。
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agridを構成する。外部のチューブ構法はダイアグリヅ
ドと呼ばれる対角線状のラチス・グリッドとなった。水
平方向にラチス・グリッドをブレースしている複合床ス
ラブによりコアに連結される。
最大直径57ｍの円形プランは，高い円形建物に対す
る典型的なレイアウトである２つの同心輪の耐力柱
(支持柱）に基づいている。
鉛直荷重は外部と内部の構造を通して伝達される。水
平荷重は周辺区域のチューブ構造により支えられる。従
って，タワーの全外皮casingは耐力機能を有している。
航空力学的な通常でない形は，狭い敷地への応答で在
来型の四角い高層開発より巨大に見えない。直径は基礎
から17階まで広がり，そこから頂部に向けて細くなり
風荷重を減じ通行人を不快にしない。また，建物表面に
沿った変動圧力を発生し，ライト・ウエルを通して空気
の自然の流れを助ける（自然換気)。
外装はダブル・スキンで，外皮は複層ガラス（１０
ｍｍ強化フロートガラス，Low-Eコーティング，ライ
ト・ウエルと頂部は着色十１６ｍｍ中空部，頂部はアル
ゴン充填十４ｍｍ／ｑ７６ｍｍＰＶＢ／６ｍｍ合せガラス)，
内皮は，６ｍｍ/0.76mmPVB／６ｍｍ合せガラス。約１
～1.5ｍ巾の中間空間は対角線状の耐力構造と有孔日除
けブラインド内蔵している。
外装では，FosterはLondon，sCityHallで協同した
ドイツの外装業者Schmidlinとの革新的な関係を続ける
ことができた。
これは，ロンドンで最初の環境的に革新的なスカイス
クレーパーで，容積がパッシブに換気されているｃｉｔｙ
今日のロソドソ建築について（その６）－ロソドソの幾つかの目立つ地域6４
スに＿般の大きな冷房負荷を減少する。
このビルは，エネルギー消費量とCO2排出量を減少
して年間40％までエア・コソを補って自然換気を用い
る。各床の放射フィンガーの間の中空部はライトウエ
ルと結合して，内部気候を調整するのを助けて効果的に
建物の‘肺,になる。
Ⅲおわりに
ロソドソの発展は，テームズ川北岸に沿って進玖，さ
らに北部に定着して行なったように承える。南岸地域に
は都市としての展開から取り残されやや寂しげな雰囲気
が否めない。
その南岸に今回とり上げたような優れた建築が数多く
登場していることは，地域の活性化につながると共に人
の目が川に向かうことを可能にし素晴らしい環境を維持
して行くことの重要さを認識させるものといえる。遅れ
た地域の開発，歴史的建造物の保存修復と景観の評価，
優れた建築の認識を通じてロソドソの再生が進められる
と思われる。
北岸の定着して停滞気味の地域においては，歴史的建
造物の中で断えることなく奮闘しながら，維持してきた
革新的な要素を生かして更なる革新へと飛躍して行こう
としている。ここにもロソドソ再生のうねりがぶてとれ
る。
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